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R1 年 9 月 2 日 事務局 

＜往療内訳表作成方法＞ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

１.街区データとは  

         

 

  

 

 

 

※往療距離の自動計算をしない場合と該当街区データがない場合は必要ありません。 

該当しない件に関しては、インターネット等で 2 点間距離を計測してください。 

参考サイトページ→ http://www.kyori.jp/  

２.街区データの入手法 

①申請書システムの CD-ROM に入っています。※H26 年度 街区データ が最新です。 

 

②申請書を提出時、USB でデータを送っていただいている会員の方にはその USB に入っています。 

  ※USB の容量が足りない場合は入れておりません。 

 

③会のホームページから入手可能です。※圧縮ファイルのため解凍の機能がないと展開できません。 

  (1)下記 URL を入力してください。 

HP 療養費申請システムのページへ →http://hoshinren.jp/~ap/  

(2)会員専用ページをクリックし、パスワードを入力する。（パスワード：harikyuu2017） 

(3)最新バージョンへ をクリック 

(4)往療距離自動計算用地図データのダウンロードまで行き、 

  手順どおりにダウンロードしてください。 

④上記 3 つの方法で入手できない場合 →事務局までご連絡を！ 

はじめて往療内訳表を作成する方へ 

街区データとは… 国土交通省が提供する座標データを、申請書システムに取り組んでいます。 

          したがって住所データから往療に必要な直線距離が自動計算でき、距離に応じた往

療費が計算できます。 

※該当する住所は 東京都 神奈川県 埼玉県 千葉県 茨城県 大阪府 計 6 件

です。 
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３.街区データを申請書システムに入れる 

  

①選択メニューで F8

を押す。 

②画面右に「街区

データセット」の

ボタンを押す。 

クリック！ 

③前ページのいずれかの

方法で入手した街区デー

タを開く。 

④取得したい都府県を選

択する。 
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⑤GAIKU.mdb を選択。 

⑥「開く」を押す。 

⑦ここに文字が入った

ら「処理」を押す。 

⑧「はい」を押すと処理が開始

される。 

⑨「終了しました。」と出たら街

区データのセット完了！ 

※他の件も取得する場合は③ま

で戻り続けてセットを行う。 
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４.施術所の登録  

 申請書システム選択メニューから「施設登録」を開く  

申請書に印刷される住所 

「施設登録」の住所

が反映される。 

番地以降を消す方と検索が早くなる。 

※「検索」には時間がかかる場合があ

ります。 

検索を押す 

検索結果が表示される。 

※取込済の街区データの住所地

でないと表示されません。 

(東京街区データのみを取込ん

だ場合、神奈川住所の住所検索

を行っても検索結果は表示され

ません) 

該当する住所を選択

する。 

決定を押す 

検索②でも検索可能。 

※詳細は受療者住所登録の②へ 
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５.受療者住所の登録 

 往療距離を計測したいデータを呼び出し、前ページ「施設登録」と同様に 

 「距離住所検索」を実行する。 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

緯度と経度に数字

が入ったら距離が

計測されている。 

前ページで選択した住所

が自動的に表示されます。 

住所検索では「号」ま

で入らないためここ

に入力する。 

※マンション名や部

屋番号は入力不要。 

①往療先が自宅のみの場合 

NEW! 

１に住所を入力した

ら、「距離住所検索」

をする。 

※前ページ「施設登

録」を参照。 

「往療先選択(１ ２ 

３) 」のどれか 1 つ選択し

た住所が、往療先住所にな

る。 

※初期設定は １ が設定

されています。 

住所１ 

被保険者住所が自宅で往療先も自宅のみの場合、

１に自宅住所を入力し１のボタンを押す。 

被保険者住

往療先選択 
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②往療先が施設のみ(被保険者住所は自宅)の場合 

(2)距離住所検索を押す 

(1)住所１には自宅住所(被保

険者住所)を入力する。 

検索②を選択する。(※検索①でも

可能。詳細はｐ4 の施設登録へ) 

検索②を表示したら上から順

に矢印を押し、表示されたリ

ストの中から選択する。 

「街区符号・番地」まで

選択したら「決定」を押

す。 
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④往療先が自宅と施設の場合 

③往療先が施設のみ(被保険者住所も施設住所)の場合 

「被保険者住所」と「住所１」に同

じ住所が入力されるようにする。 

※距離住所検索については、ｐ5「施

設登録」を参照。 

 

住所１ 

被保険者住

「被保険者住所」と「住所 1」の

入力を終えたら、 

「☆住所追加」を押す。 

住所１ 

被保険者住

所 

受療者登録画面まで戻った

ら、「施設名」を入力する。 

住所１ 

「住所 1」に施設住所を

表示したら、2 を押す。 

往療先選択 
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「☆住所追加」を押すと「☆

住所指定」の画面が表示さ

れる。 

距離住所検索画面がでた

ら、検索①または検索②で 

住所を入力し、検索を押す。 

距離住所検索をして、住所を

選択したら、前の画面に戻る。 

住所と緯度・経度が表示され

たら「追加番地」を入力し、

決定を押す。 

受療者登録画面に戻り、「住所 2」

に 2 つ目の住所が表示されたら

完了。 

被保険者住所 

住所１ 

住所 2 

自宅へ往療する場合、「施設名」を消

して「往療先選択」で１を選択。 

施設へ往療する場合、「施設名」を入

力して、「往療先選択」で３を選択。 

注意！ 

施設名に入力がある場合、往療内訳表

に「施設名」と「往療先選択」で選択

した住所が表示されるので注意が必

要。 

※自宅(住所１)に往療する場合、「施

設名」を消す。 

往療先選択 
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６.往療内訳表 基本入力手順 

はじめに 往療内訳表画面に切り替える 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

往療種類の指定     出発地の指定      距離自動計算     施術者名の指定 

 

往療明細表印刷     自動入力項目設定    チェック＆登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７.往療内訳表作成 距離手入力 

1 

3 

2 

4 

5 

6 

1 2 4 

5 

往療内訳表作成画面へは、

申請書作成画面の「施術日」

と「往療費明細表作成」か

ら切り替えられる。 

7 

往療種類の指定 

○＝往療なし 

◎＝往療あり(住所 1 へ) 

☆＝往療あり(住所 2 へ) 

同＝往療あり(同一建物へ) 

1 

2 

出発地が施術所の場合は 

「施術所」。 

出発地が施術所以外の場合

は「その他」で前患家の選択。 

3 

出発地と往療先住所の距離を

計算する。 

※距離が表示されない場合は 

「距離自動計算」を実行する。 

 

往療明細表印刷を押す 

5 

すべての入力を終えた

ら「チェック＆登録」を

押して往療内訳表の完

成！ 
7 

施術領収日、申請日、委任日は

「最終施術日」等を指定する。 

6 

往療内訳表で

は、実際に施

術した施術者

を選択する。 

4 

◎＝住所 2 へ 
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７.往療内訳表印刷画面 

  ※往療内訳表を印刷すると、往療明細表作成画面とはまったく違う表記のため 

   確認の際注意が必要。 

入力例 

 

  
往療明細表作成画面 

① 

② 

③ 

④ 

往療内訳表印刷画面 

①同一日・同一建物記入

欄 

空白＝「同」以外を選択 

○＝往療料計上なし 

◎＝往療料計上あり 

②施術者名 

担当した施術者の名

前になっているか確

認する。 

① ② ③ ④ 

③往療の起点 

「施設登録」で 

(1)施術所所在地を選択している場合＝施

術所 

(2)出張専門施術者住所地を選択している

場合＝施術者宅 

と表記される。 

(3)その他＝住所の表記 

④施術した場所 

表記の詳細は次ページを参照。 
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８.往療内訳表 受療者登録との関係 

 ①往療先が自宅の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②往療先が施設の場合(被保険者住所は自宅) 

   

受療者登録画面 

往療内訳表印刷画面 

被保険者住所と住所 1 が同

じで、「往療先選択」を１に

している場合(自宅住所の場

合) 

往療先選択 

被保険者住所 

住所 1 

施術した場所の表記

は「自宅」になる。 

往療内訳表印刷画面 

施術した場所の表記は「施設

+施設住所」が印刷される。 

被保険者住所と住所1が違い

「往療先選択」を 2 にしてい

る場合(被保険者住所が自宅

で、住所 1 が施設の場合)※1 

受療者登録画面 

※1 上記往療先選択で１を

選択した場合、施術した場所は

「自宅」になるので注意 
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 ③自宅と施設、両方に往療がある場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９.往療内訳表 距離手入力の場合 

  

入力手順どおり進み、出発地の指定を

する際、出発地の緯度・経度が登録さ

れていない(距離検索していない)場合、

下記メッセージが表示されます。 

ＯＫを押す 

被保険者住所と住所 1 が同

じで、住所 2 に施設の住所を

入力し「往療先選択」を 2

にしている場合(被保険者住

所が自宅で、住所 1 が施設の

場合) 

被保険者住所 

住所 1 

住所 2 

往療先選択 

施術した場所は「施設名+施

設住所になる。 
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距離を手入力すると、

「手入力」にチェック

が入る。 

往療明細表作成画面に戻り、

距離(0.0)の上をクリックし、

手入力で距離を入れる。 
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１０.往療を必要とする理由 

  往療内訳表、往療を必要とする理由の欄の入力が可能に。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要介護度：数字を入力 

該当する項目をクリック。 

入力完了したら、「決

定」をクリック。 

往療内訳表印刷画面 

3.その他 は 2 行目まで入力が可能 

往療内訳表入力画面 
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